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1 モンティ・ホール問題について
問題の設定は、以下の通り [1]。� �
　プレイヤーの前に 3つの扉がある。1つの扉の後ろには景品の新車があり、残り 2つの扉の後ろにはハ
ズレを意味するヤギがいる。景品の扉を開ければ、プレイヤーはその景品をもらうことができる。
　まず、プレイヤーが 1つの扉を選択する。その後に司会者は番組を盛り上げるために、選ばれていない
2つの扉のうち 1つを開け、それがハズレであることを示して見せる。そしてプレイヤーにこうささやく
のだ。
「あなたにもう一度チャンスを与えます。最初の扉のままでもかまいませんし、もう 1つの扉に変えても
かまいません。どうしますか？」� �

2 実験方法と結果
実験や結果の集約は、長尾先生の先行事例 [2]を参考に行った。

2.1 方法
準備したものは、紙コップ・当たりを示す星・結果記録用紙である。生徒は数名のグループに分かれ、ゲー
ムマスター・プレイヤー・記録係をそれぞれ順に担当する。

2.2 実験結果
複数のクラスで行った結果を合算したものを表にまとめた。
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3 「数学 A」 条件付き確率の話題として
3.1 数式を用いた説明
挑戦者が「変更」を行うと当たる確率が 2倍になる。当たりがランダムに入っていることを前提に、条件付
き確率を用いた説明を行う。

(i) チャレンジャーがコップ aを選択したとき
コップ a, b, c にそれぞれ当たりが入っている事象をそれぞれ A, B, Cとする。また、ゲームマスター
がコップ cを開ける事象を Xとする。

PA(X) =
1

2
, PB(X) = 1, PC(X) = 0

であるから、

P (X) = P (A ∩X) + P (B ∩X) + P (C ∩X)

= P (A) · PA(X) + P (B) · PB(X)

=
1

3
· 1
2
+

1

3
· 1 =

1

2

ゆえに、コップ cを開けたとき、コップ aとコップ bに当たりが入っている確率はそれぞれ

PX(A) =
P (X ∩A)

P (X)

=
P (A ∩X)

P (X)
=

1
6
1
2

=
1

3
　 (変更なし)

PX(B) =
P (X ∩B)

P (X)

=
P (B ∩X)

P (X)
=

1
3
1
2

=
2

3
　 (変更あり)

ゲームマスターがコップ bを開けるときも同様の議論ができる

(ii) チャレンジャーがコップ b または c を選択したとき
　 (i) と同様に説明がつく。
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3.2 ゲームマスターが正解を知らないケース
ゲームマスターはあらかじめ正解を知らないとする。このとき、挑戦者は「変更」を行うと当たる確率はど
うなるか。ただし、ゲームマスターがたまたま正解を開けてしまった場合、ゲームをやり直すことにする。

(i) チャレンジャーがコップ aを選択したとき
コップ a, b, c にそれぞれ当たりが入っている事象をそれぞれ A, B, Cとする。また、ゲームマスター
がコップ cを開ける事象を Xとする。

PA(X) =
1

2
, PB(X) =

1

2
, PC(X) =

1

2

であるから、
P (X) = P (A ∩X) + P (B ∩X) + P (C ∩X)

= P (A) · PA(X) + P (B) · PB(X) + P (C) · PC(X)

=
1

3
· 1
2
+

1

3
· 1
2
+

1

3
· 1
2
=

1

2

ゆえに、コップ cを開けたとき、コップ aとコップ bに当たりが入っている確率はそれぞれ

PX(A) =
P (X ∩A)

P (X)

=
P (A ∩X)

P (X)
=

1
6
1
2

=
1

3
　 (変更なし)

PX(B) =
P (X ∩B)

P (X)

=
P (B ∩X)

P (X)
=

1
6
1
2

=
1

3
　 (変更あり)

また、ゲームのやり直しが発生する確率は、

PX(C) =
P (X ∩ C)

P (X)

=
P (C ∩X)

P (X)
=

1
6
1
2

=
1

3

ゲームマスターがコップ bを開けるときも同様の議論ができる

(ii) チャレンジャーがコップ b または c を選択したとき
　こちらも (i) と同様に説明がつく。
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